
　　　　　　　　　　 令和６ 年度 第３ 回 海陽町地域公共交通活性化協議会

1　開会

2　会長 あいさつ

3　議事

（ 報告事項）

（ 1） 第２ 回海陽町地域公共交通活性化協議会における書面審議の結果について

（ 2） 令和６ 年度海陽町地域公共交通活性化協議会収支決算報告（ 見込み） について

（ 協議事項）

（ 3） 海陽町地域公共交通計画（ 最終案） について

（ 承認事項）

（ 4） 令和７ 年度海陽町地域公共交通活性化協議会事業計画（ 案） 及び収支予算

　　　（ 案） について

4　その他

5　閉会

協　議　会　概　要



議 事 要 旨 

 

１  開会                                               

・ 事務局（ 海陽町 住民環境課 中内課長 ） の司会によ り 開会（ 14 時）  

・ 配布資料の確認（ 配布資料は以下の 8 点）                               

 ・ 協議会次第 

 ・ 配席図 

 ・【 資料 1】 第 2 回海陽町地域公共交通活性化協議会における 書面審議結果について 

   ・【 資料 2】 令和 6 年度海陽町地域公共交通活性化協議会収支決算書（ 見込み） について 

   ・【 資料 3】 令和 7 年度事業計画（ 案） 及び収支予算（ 案） について 

   ・【 資料 4】 令和 7 年度海陽町地域公共交通活性化協議会ス ケジュ ール（ 案）  

 ・【 資料Ａ 】 海陽町地域公共交通計画（ 第２ 稿）  

 ・【 追加資料 1】 素案（ 2025 年 1 月 24 日） と 第１ 稿（ 2025 年 2 月 14 日版） と の変更点 

第 1 稿（ 回覧資料） と 第 2 稿（ 2025 年 3 月 24 日版） と の変更点 

・ 開会                                               

    ・ 代理出席者と web 参加者は以下のと おり 。  

  ・ 代理出席者 

牟岐警察署 地域交通課長  泉和利委員 

   代理出席： 瀬尾孝之委員代理 

  ・ Web 参加者 

   四国運輸局徳島運輸支局 総務・ 企画観光担当 首席運輸企画専門員 山﨑良太委員 

   徳島県生活環境部 交通政策課係長  山田知成委員 

 ・ 本日の協議会は委員 16 名が出席し 、 会議設立要件の過半数を満たし ている こ と が報告さ れた。  

２  会長 挨拶                                            

・ 海陽町 横会長 よ り 挨拶（ 内容は以下のと おり ）  

皆さ ま 、 こ んにちは。 皆さ ま におかれま し ては、 年度末何かと 大変御多忙のと こ ろ、 本日お集ま り い

ただき ま し て誠にあり がと う ございま す。 ま た、 日頃は、 海陽町の公共交通に関し ま し てご理解ご協

力を賜り 重ねてお礼申し 上げま す。  

さ て、 町営バス 久尾線の宍喰デマンド 型実証運行開始から 約１ カ月が経過し ま し た。 こ ちら の状況に

ついて少し ご報告さ せていただき ま す。 3 月 21 日現在で利用登録者数が 56 名、 予約数が 37 件、 乗

車数が 36 件、 利用便数が 50 便と なっている 状況でございま す。 今ま で大き なト ラ ブルはなく 、 利用

者のご意見と し て｢家の前ま で来てく れる ので助かる ｣と いった声をいただく 一方で、 ｢帰り の時間が

用事によ り 左右さ れる ため、 事前予約がし づら い｣と いう 声も いただいている と こ ろでございま す。

今後、 当日の予約受付を検討する こ と と し ており ま すので、 よ ろし く お願いいたし ま す。  

さ て、 活性化協議会ですが、 冒頭事務局長 よ り 説明があり まし たと おり 、 設立会議を 1 月 24 日に開

催し て、 海陽町地域公共交通計画の素案についてご協議いただき 、 2 回目の協議会では書面にて本計

画のご意見、 ご承認をいただいたと こ ろでございま す。 本日は、 修正し た最終の計画案をご提示さ せ

ていただき ま すので、 ご審議のほどよ ろし く お願いいたし ま す。  

策定し た海陽町地域公共交通計画に基づき 、 海陽町にと って、 最適な公共交通シス テムを構築でき る

よ う 進めてま いり ま すので、 どう ぞよ ろし く お願いいたし ま す。  

あり がと う ございま し た。  



 

3 議事                                                

【 報告事項】  

（ 1） 第 2 回海陽町地域公共交通活性化協議会における 書面審議の結果について                  

事務局  ※資料 1「 第 2 回海陽町地域公共交通活性化協議会における 書面審議結果について」 の説明（ 略）  

横会長   ・ 事務局から の報告に対し 、 何かご質問やご意義はある か。  

委員一同 （ 特に意見なし ）  

（ 2） 令和 6 年度海陽町地域公共交通活性化協議会収支決算報告（ 見込み） について                

事務局  ※令和 7 年度本協議会の開催を、 8 月 29 日ま でと なっており 、 宍喰地区デマンド 実証運行の実績と

併せて報告し たく 、 8 月頃の開催を予定し ている 。 そのため、 本日は先に見込みの報告をさ せてい

ただく 。  

資料 2「 令和 6 年度海陽町地域公共交通活性化協議会 収支決算書（ 見込み）」 の説明（ 略）  

横会長   ・ 事務局から の報告に対し 、 何かご質問やご意義はある か。  

委員一同 （ 特に意見なし ）  

【 協議事項】  

（ 3） 海陽町地域公共交通計画（ 最終案） について                               

事務局  ※事務局よ り 資料 A「 海陽町地域公共交通計画（ 第 2 稿）」 及び追加資料 1「 素案（ 2025 年 1 月 24 日

版） と 第 1 稿（ 2025 年 2 月 14 日版） と の変更点」「 第 1 稿（ 回覧資料） と 第 2 稿（ 2025 年 3 月 24

日版） と の変更点」 について説明（ 略）  

     （ ○前回ま での変更点と ●重要なポイ ント ）  

     ・ P.2： 目次 

      ○第 2 稿から 、 下部に『 引用地図について： 本資料掲載の地図は国土地理院の地理院地図を利用し

ていま す。』 を追加し た。  

     ・ P.3 から P.5： はじ めに 

      ○第 1 稿から 内容に変更はないが、 構成を整えた。  

     ・ P.6 から P.7： 上位計画の整理 

      ○『 ③近隣自治体の交通計画』 について、 素案では各近隣自治体の交通に関わる 計画を記載し てい

たが、 海陽町に関係し た内容ではないため第 1 稿から 削除し た。  

     ・ P.8 から P.21： 現状 

      ●『 ②人口・ 世帯分布』 の「 国勢調査」 の図から 、 2020 年の人口は 8,300 人、 高齢化率は 46.6％で

あり 、 現在策定し ている 本計画の期間の最終年である 2030 年には人口は 6,600 人、 高齢化率は

52.1％の予測と なっている 。 図から 見てのと おり 、 人口は減少する が、 高齢化率が上がる 将来、

こ の公共交通計画は、 期間を 5 年間と し ており 、 し っかり と 地域毎の移動手段を考えていく と い

う 骨子と なっている 。  

      ○『 ③流入出・ 昼夜人口』 について、 素案では「 図： 夜間人口（ 住民） 内訳」 を記載し ていたが、

人口移動に関し 、「 図： 昼夜人口」 のみで説明がつく ため削除し た。  

      ●『 ⑤交通空白地』 について、 素案では詳細に明記し ていなかったが、 第 1 稿から 海陽町の定義と

し て『 高齢者の方が徒歩 5 分以内で移動でき る と 想定さ れる 距離 300ｍ』 と する こ と を記載し 、

第 2 稿から は、 町営バス 、 路線バス の停留所ま たは、 JR 各駅について日中 1 時間に 1 便の交通

網がない地域も 交通空白地をし ている 旨の記載をし た。 ま た、 海陽町内を 5 地区に分け、 交通空

白である 詳細についても 追加で記載し ている 。  

      ○地図上に、 人口分布や各公共交通の停留所、 交通空白についての記載を追加し た。  



     ・ P.22 から P.29： 海陽町の公共交通の現状 

      ○『 ③町民アンケート 調査』 について、 町営バス 満足度の記載を追加し た。 現在の利用の有無を問

わない設問と なっていたため、 一概に全ての利用者の意見を反映し たも のではないが、 アンケー

ト 結果と し て、 満足が 9％、 やや満足が 5％と いう 回答と なった。  

     ・ P.30： 公共交通に関する 課題 

      ○現在の公共交通の課題を明確にする ため、 第 1 稿よ り 追加し 、 課題と し て『 海陽町内全域の移動

手段に向けた公共交通サービス の最適化』『 公共交通への当事者意識の醸成と 利用促進』『 海陽町

における 公共交通の利便性向上に向けた取り 組み』 の 3 つに整理し た。  

     ・ P.31 から P.37： 基本方針 

      ○第 1 稿では構成を変更し 、『 7.2.1 公共ラ イ ド シェ ア』 以降を削除し た。  

      ○『 ③海陽町なら ではの交通手段の最適化』 について、 第 2 稿から 各目標における ス ケジュ ールを

見直し 、 優先順位の高い事業から 検討及び推進を開始する ため 2025 年度から 取り 組む事業と 順

次取り 組む事業について、 現段階での目標ス ケジュ ールを調整し た。  

      ○『 ⑥定量・ 定性的目標』 について、 第 1 稿で目標指標を掲げていたが、 具体的な数値の明記をし

ておら ず、 第 2 稿で記載し ている 。 数値を検討する にあたり 、 現時点でカバー率の算出が難し い

ため削除し た。  

     ・ P.38 から P.41： 参考資料 

      ○『 ②海陽町地域公共交通活性化協議会委員名簿』 について、 第 1 稿ま で「 7 一般旅客自動車運送

事業者の事業用自動車の運転手が組織する 団体」 を記載し ており ま し たが、 現在該当する 事業者

が町内に存在し ていないため、 項目を削除し た。  

横会長   ・ 海陽町地域公共交通計画（ 最終案） の説明に対し 、 何かご質問やご意義はある か。  

大谷委員 ・ P.13 の地図について、 交通空白地の地図で囲ま れた赤丸に重なって人口の表示がある が、 色が変化

し ている ために人口分布がわかり にく い。  

事務局  ・ それぞれに色が重なり 見にく く なっている ため、 点線へ変更する 。  

事務局長  ・ 本協議会で策定し た公共交通計画の今後の流れについて、 幅広く 住民のご意見を反映する ために、 

海陽町のホームページや役場各庁舎窓口にてパブリ ッ ク コ メ ント を 1 週間程度実施する 。 最終は、 

国土交通省と 総務省にこ の計画を送付する 。 パブリ ッ ク コ メ ント や国から 公共交通計画の内容につ 

いて趣旨が大き く 変わら ない程度の指摘があった場合、 事務局で修正をし 、 調整さ せても ら う 。  

     ・ パブリ ッ ク コ メ ント などの意見を踏ま えた結果の最終計画は、 皆さ ま に送付する 。  

横会長   ・ 地域公共交通計画案については、 回収し た意見を踏ま え事務局よ り 調整し 、 も し 大き な変更などが

あった場合は急遽協議会を開催さ せていただく 。  

・ 海陽町地域公共交通計画（ 最終案） について、 承認いただける か。  

委員一同 （ 異議なし ）  

横会長   ・ 承認いただいたので、 明日よ り 海陽町ホームページま た海陽町役場各庁舎窓口にてパブリ ッ ク コ メ

ント を実施する 。  

【 承認事項】  

（ 4） 令和 7 年度海陽町地域公共交通活性化協議会事業計画（ 案） 及び収支予算（ 案） について         

事務局  ※事務局よ り 資料 3「 令和 7 年度事業計画（ 案） 及び収支予算（ 案）」 及び資料 4「 令和 7 年度海陽町

地域公共交通活性化協議会ス ケジュ ール（ 案）」 について説明（ 略）  

横会長   ・ 事務局から の説明に対し 、 何かご意見やご質問はある か。  

委員一同 （ 特に意見なし ）  



４  その他                                              

事務局長  ・ 会長 挨拶と 重複になる が、 現在海陽町では、 町営バス 久尾線をデマンド 型に切り 替え実証運行を行

っている 。 バス 車両が 14 人乗り であり 、 今ま での 1 便あたり の乗車人数から する と 乗用車や軽自

動車で補える ため、 小型化を検討し ている 。  

     ・ 実証運行で利用者の方のご意見にも あり ま す、「 帰り の便の予定が立たない。」 と いったお声がある

こ と から 、 現在の予約受付時間を見直し 、 制限なく 当日の予約を受けら れる よ う 検討をし ている 。

ただし 、 空席がある など乗車でき る 条件にある 場合に限る 。 いつから と いった切り 替えの目途はつ

いていないが、 準備ができ 次第始めら れたら と 考えている 。  

     ・ 土日・ 祝日の運行については人員の手配などの都合によ り 、 平日のみでお願いする 。  

     ・ 今後、 海部・ 海南地区でも 、 それぞれの地域に合った運行形態を調査し 、 車両の小型化や利便性向

上に向けて検討し ていく 予定である 。 ゆく ゆく は、 キャ ッ シュ レ ス 決済やマルチモーダルマース 、

データ の利活用なども 展開し ていければと 考えている 。  

横会長   ・ 現在策定し ている 公共交通計画は 5 年間の位置付けをし ており 、 現在の海陽町の公共交通シス テム 

についての在り 方や今後の方向性を見極めて検討し ていく こ と が重要である 。 公共交通については、

今ま でも こ れから も 課題と なる と こ ろであり 、 住民の方や利用者の方のご意見をいただき 、 1 番最

善の方法を、 こ れから 計画し 実証運行し ながら 決めら れたら と 思っている 。  

     ・ 皆さ ま のご意見をいただき 、 ま た、 随時情報共有をさ せていただく のでお願いし ま す。  

     ・ 事務局から の説明に対し 、 何かご意見やご質問はある か。  

委員一同 （ 特に意見なし ）  

横会長   ・ 特に意見がないよ う なので、 以上で本日の議案審議は全て終了する 。  

     （ 閉会の挨拶は以下のと おり ）  

     ・ 本日は、 慎重審議いただき 誠にあり がと う ございま し た。 以上をも ちまし て令和 6 年度第 3 回海陽 

      町地域公共交通活性化協議会を閉会さ せていただき ま す。 あり がと う ございま し た。  

５  閉会                                                  

・ 横会長 の司会によ り 閉会（ 14 時 50 分）  

 


